
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
発
信
の
場
、

い
わ
て
盛
岡
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

（
き
た
ぎ
ん
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
）

特集

プロ野球一軍公式試合が開催できる高規格な球場を持つ「きたぎんボールパーク」

都
市
公
園
を
活
用
し
た

次
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設

盛
岡
南
公
園
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
い
わ

て
盛
岡
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
（
き
た
ぎ
ん
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
）」。
春
ら
し
い
晴
天
と
な
っ
た

２
０
２
３
年
４
月
１
日
、
お
よ
そ
１
万
８

０
０
０
人
の
来
場
者
が
新
施
設
の
記
念
す

べ
き
日
を
祝
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
始
球
式
で
は
新
球

場
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
元
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
投
手
の
堀
内
恒
夫
さ
ん
が
投
球
。
見
事

な
ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
ー
ル
に
会
場
が
沸
き
立

ち
ま
し
た
。

同
施
設
は
老
朽
化
し
た
岩
手
県
営
野
球

場
と
盛
岡
市
営
野
球
場
に
代
わ
る
球
場
を

含
む
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
り
、
岩
手

県
と
盛
岡
市
が
２
０
２
１
年
か
ら
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
１
０
８

億
円
。
メ
イ
ン
と
な
る
野
球
場
は
、
岩
手

県
初
の
人
工
芝
、
収
容
人
数
お
よ
そ
２
万

人
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
備
え
、
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ

パ
ネ
ル
の
大
型
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
よ
っ
て

試
合
の
進
行
を
リ
ア
ル
に
把
握
、
迫
力
あ

る
映
像
を
共
有
で
き
ま
す
。
１
塁
３
塁
各

サ
イ
ド
に
は
３
レ
ー
ン
の
屋
内
ブ
ル
ペ
ン
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
各
控
室
な
ど
が
あ
り
、

観
客
だ
け
で
な
く
競
技
者
や
運
営
管
理
者

全
て
が
機
能
的
に
活
用
で
き
る
高
規
格
の

施
設
で
す
。
５
月
16
日
に
は
オ
ー
プ
ン
後

初
の
ナ
イ
タ
ー
試
合
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

vs
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」戦
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
球
場
だ
け
で
な
く
多
目
的
に

利
用
で
き
る
施
設
も
多
数
併
設
。
人
工
芝

を
使
っ
た
屋
内
練
習
場
は
フ
ッ
ト
サ
ル
コ

ー
ト
２
面
対
応
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
、
最
新
マ
シ
ン
を
用
意

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
遊

具
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
活
用
で
き
ま
す
。

屋
外
に
は
キ
ッ
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
イ
ベ
ン

盛岡市営野球場と岩手県営野球場の後継施設「いわて盛岡ボール
パーク（きたぎんボールパーク）」。屋内練習場やイベント広場な
ども設置され、多目的ボールパークとしても注目を集めています。
今回は同施設の運営者を訪ね、きたぎんボールパークがどのよう
な施設なのか、オープンしてからの様子、今後のスケジュールや
事業展開などについて伺いました。

鮮やかな人工芝を貼った屋内ブルペンは、１レーンずつ最大３団体が利用
可能。
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ト
広
場
が
あ
り
、
さ
く
ら
ス
ト
リ
ー
ト
や

多
目
的
広
場
な
ど
充
実
し
た
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
万
人
近
く
が
集
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

４
月
１
日
か
ら
同
施
設
場
長
に
着
任
し

た
佐
藤
学
さ
ん
（
盛
岡
南
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

株
式
会
社
）
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
の

活
用
に
大
き
な
期
待
を
感
じ
た
と
話
し
ま

す
。「

本
施
設
は
盛
岡
南
公
園
の
中
に
あ
る

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
。
公
園
で
す
か
ら
、
一
部

区
域
を
の
ぞ
き
誰
も
が
入
っ
て
こ
ら
れ
る

オ
ー
プ
ン
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
の
活
用
提
案
を
兼
ね

た
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

野
球
大
会
終
了
後
に
行
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

解
放
。
普
段
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
多
数
お
集
ま
り
い
た
だ

（
※
今
回
取
材
対
応
頂
い
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱

の
企
業
情
報
は
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

き
、
レ
フ
ト
側
か
ら
駐
車
場
ま
で
待
機
の

列
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
人
工
芝
の
感

触
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
野
球
場
は
車
椅
子
席
を
１
０
０

席
設
け
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
を
持
つ
方

だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
方
が
子
ど
も
世
代

と
一
緒
に
車
椅
子
席
を
利
用
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
昔

か
ら
野
球
に
親
し
ん
だ
世
代
。
車
椅
子
席

が
あ
る
な
ら
現
地
で
観
戦
し
た
い
！
と
い

う
方
々
の
思
い
を
感
じ
ま
し
た
」。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元

の
さ
ん
さ
踊
り
や
山
車
に
よ
る
お
出
迎
え
、

記
念
の
野
球
試
合
、
野
球
教
室
、
ア
カ
ペ

ラ
や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
な
ど
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、

飲
食
の
ブ
ー
ス
出
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
思
い
思
い
の
形

で
楽
し
む
様
子
を
見
て
、
佐
藤
さ
ん
自
身

も
感
極
ま
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

県
民
の
夢
が
詰
ま
っ
た

は
じ
ま
り
の
場

同
施
設
に
お
け
る
建
物
の
特
徴
は
、
ゲ

ー
ト
や
建
物
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
所
に

県
産
材
や
盛
岡
市
産
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
。
中
で
も
、
球
場
全
体

を
見
渡
す
中
央
出
入
口
の
木
製
ア
ー
チ
に

は
盛
岡
産
ス
ギ
材
が
使
わ
れ
、
圧
巻
の
佇

ま
い
で
す
。
座
席
は
、
県
の
花
“
キ
リ
”、

盛
岡
市
の
花
“
カ
キ
ツ
バ
タ
”、
旧
都
南

村
の
花
“
ア
ヤ
メ
”
の
紫
色
を
基
調
に
、

盛
岡
の
伝
統
工
芸
品
・
南
部
紫
根
染
め
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
紺
色
も
交
え
た
落
ち
着
い

た
ト
ー
ン
で
統
一
。
格
調
高
い
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
野
球
の
歴
史
を
振
り
返
る

展
示
エ
リ
ア
に
は
、
プ
ロ
野
球
界
の
レ
ジ

ェ
ン
ド
を
は
じ
め
岩
手
出
身
プ
ロ
野
球
選

手
た
ち
の
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
サ
イ
ン
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ん
で
お
り
、

未
来
へ
の
夢
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

野
球
観
戦
と
い
う
明
確
な
目
的
だ
け
で

な
く
、
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
る
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
に
出
合
え
る
、
そ
ん
な
日
常

の
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
る
同
施
設
。
す
で

に
、
今
年
秋
ま
で
大
会
予
定
が
決
ま
っ
て

お
り
、
８
月
１
日
か
ら
は
県
内
外
と
交
流

を
深
め
る
大
会
「
い
わ
て
盛
岡
サ
マ
ー
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
」
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
東
北
を
中
心
に
、
首
都
圏

大
学
や
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
合
宿
を
兼

ね
た
交
流
戦
。
さ
ん
さ
シ
ー
ズ
ン
に
重
ね

る
こ
と
で
、
盛
岡
を
含
む
岩
手
の
魅
力
も

堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
で
す
。

「
当
施
設
は
県
外
か
ら
の
お
客
様
に
も

利
用
い
た
だ
き
た
い
場
所
。
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
弊
社
が
行
う
事
業
の
一
つ
で

す
。
施
設
は
も
ち
ろ
ん
盛
岡
の
素
晴
ら
し

さ
を
関
東
の
学
生
た
ち
に
も
ぜ
ひ
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
佐
藤
さ
ん
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
ボ
ー
ル
に
佐
々
木
朗

希
投
手
が
記
し
た
「
夢
の
始
ま
り
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
通
り
、
こ
の
場
所
か
ら

生
ま
れ
る
数
々
の
出
来
事
が
、
将
来
の
夢

を
持
つ
野
球
少
年
に
と
っ
て
夢
の
始
ま
り

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

いわて盛岡ボールパークパーク施設長の佐藤学さ
ん。自身も関東出身、ボールパークをきっかけに盛
岡の良さを体感してもらいたいと話します。

コンセプトテーマである「FLY TO THE FUTURE（未来へ羽ばたけ！）」を刻んだメ
インゲート。

2022年8月には県内の小中学野球少年による「魂のボール入れ」企画を
開催。それぞれの思いを書き記したボールがマウンドに納められています。
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